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概要 

 ＬａｂｏＴｅｘ解析結果からＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算すると、 

ＶｏｌｕｍｅＦｒｃａｔｉｏｎ結果から、ＯＤＦ図が作成出来る。ＬａｂｏＴｅｘではこの２つの  

ＯＤＦ図を同時に表示して比較が出来る。しかし、その差は得られない。 

本ソフトウエアでは、ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし、Ｅｘｐｏｒｔした２つのＯＤＦ図 

の差をＯＤＦ図で表示する事を目的としたソフトウエアでる。 

試料間の ODF図比較や、ODF図と VolumeFraction計算したODF図の比較などに利用してください。 

 

ソフトウエアの開始 

１）C:¥CTR¥bin¥CompareODF.jar をダブルクリック 

  ２）ODFPoleFigure2 ソフトウエアの Tookitから ODFAfter－＞CompareODFを選択 

  

  

 



ODF図のＥｘｐｏｒｔ 

ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析すると、Ｊｏｂ１に登録され、VolumeFractionを計算し Exit&Showを行うと 

 Ｊｏｂ２に登録される。更に VolumeFraction計算すると、Ｊｏｂ３に登録される。 

  Ｊｏｂ１    Ｊｏｂ２ 

            

 Ｊｏｂ１のＯＤＦ図を表示して Export（Ｊｐｂ２も同様に） 

  

  

  Ｊｏｂ１（あるいはＪｏｂ2）と入力してファイルを作成 

 

 

 



作成されたファイル 

  

 登録内容は 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ソフトウエアの使い方 

 

Export されたファイルを選択   選択された ODF図の表示 

 

 

  MaxODFの強度を合わせるように、No2-ODFを規格化 

   ＯＤＦ図の平滑化（中心位置の重み、０は平滑化なし）  Rasio表示 

    NO1ODF図から NO２ODF図を差し引いた ODF図の表示 

 

       Rasio は残差比率である。   

 

 上記は、極点図からODF計算したODF図と VolumeFraction計算した ODF図の比較 

  

 

 

 

 

 



NO１-ODF図のDisp（同様に NO2-ODF図も Disp） 

  

 比較の為に同じDispMaxで表示する。 

  

 

 

 

 

 

 

 



で NO1と NO2 の差を表示する。 

  

Ｃｏｐｐｅｒ，Ｓが若干残っている。 

 

Ver1.04以降、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙも選択可能に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｖｅｒ１．０６以降相関係数 Correlationを計算する。 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ以外のＯＤＦデータからＬａｂｏＴｅｘＥｘｐｏｒｔデータへの変換は 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙにて行う。 

 


